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　　　　　　緒　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　なもたらしたものである。っ霜り唾液斑，精液斑，尿

　人体液又は分泌液についての頭L液型判定は，ち［1罪捜　　蜘：等について，ABO式int液型判定による個人識別の

査上個人識別に欠く事の出来ない検査である寧は論を　　　剛翻生が焦じた禦である。この圃に於ては，唾液等で

またない。その中でも・唾液斑（たばこのすいがら，　　　1丘L液型が分る人，即」血液型物質衡唾液中に分泌してい

障子紙のなめ穴等）及精液斑（強姦事件の際等）は，　　る人と然らざる人という区別が先ず必嬰であり，S武

第プ線警察研究［tbO．検資物中で，並L痕による1丘1液型判窺　　晦液型に於｝ナるS型s型の区分とほその観煮が多少

についでその数は多い・伽’，購鱒…等についての型　異ってい嗣轍充分注意すぺ蟹導冊ある。それは臼井

判定に関する研究については・戦後にあつてはあまり　　（叢郎）の組告に次いだ幾つかの遮試報｛1宇によつても開

為されてはいないが・これは全く襯しっくされて了　らかな所である．即W．H，。1。⑲（1933），耕㈱⑰

つたと冒う欝を意味しているのでは淡してない。　　　　（1935），鈴木（痔六）⑱⑲（1935），等の追賦報告なみ

　人体液，分泌液等にっいてln1液型判燈可能な畜を報　　　ても判る通りであり，永井（悔）は日本人について非

告したのはかなり古く，白井（三郎）①⑨③（1925）が　　　分泌型2．55％の価を示しているが，之は唾液中に金く

最初であり，次でsm（寛一）④⑤σ928）も体瀞に　鞭存在が鰯さ漁し・ものという意である。

つき同様の報告をなし・又多くの追試者⑥～⑨もそれ　　　又石り・1：　（Ptt）⑯（1934），野村（tE・一）⑯（1934），鈴木

を確諏した。下つて上道（清一）⑩（1931）は，血球に　　鱒六）⑰（1935）等は，S式」血L液型のs型でも微弱乍ら

1よる判定結果と唾液による判建結果は，10～15％に於　　　型質を排ほ1している麟を指摘し，野村（捷一）は，強

て不一致を示す纂を指摘した。　　　　　　　　　　　　度排出型，弱度排艮1型とよぶぺきを提喝しているe又

　この不一致の因はF・Schiff　u・H．　Sasaki⑪⑫　　　戦俵本邦に於て，　S式血液型に対する疑義についての

（1932）によるS式1血．液型の発表によつて解明された。　　報告⑳～⑳もみられる一一方かなり以前から，S型，　s

　即，S式血液型とは、唾液中に孟L球で判定されたと　・　型、に中間型的なものの存在も報ぜられている。⑯⑳

同一型質を強く分泌している人と1極めて弱くしか分　　⑳この間題については戦後も多くの研究者が報告して

泌していないか3之ぽ全く分泌しない人とがある事を，　　いるが，上野（正資）教授の第35次日本法医学会に於

凝集阻止反応によつて知り，前春をS型（Secretor，　　ける発書⑳は，それをよく物語つている。つまり型質

Ausscheider・分泌型）・後潜をs型（n面一Secret。r，　　を全く分泌してないと思われる人は極めて少いと考え

Nicht－Ausscheider，非分泌型）と呼んで区別し，又　　　てよい。

Sはsに対してdominantに遺伝する挫質である事　’　S式血液型の本態論的な研究は，年々陸続として発

が認められたのである。つまりS型の人であれば，唾　　蓑されているが，それは本研究とやエはなれるのでさ

液でも血液型が判るという辮である。次で多くの追試　　　ておくとして，S式血液型でs型と書われる人でも，

報告がなされ・この辮は礁認された。⑬～⑲この如く　　その唾液を調べると弱い乍ら型質の証明される人が可

み唾液，分泌液等の中にも液体状態の血L液型物質の証　　　戒りあり，この人は唾液斑でも型判定可能であるわけ

明される入が多い纂が明らかとなつた事は，S式血液　　　である。従つて蟹塞関係至は“この唾液鑛AS型竺

型という事とはやx異つた意昧で捜査科学上の一進歩　　　あつた”という如くS又はsなる記号を用うる辮は誤
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ユで蛮．り．L∠‘塾型と3匙塞室丞塵ヱL竺食型璽厘血窪丞レ　　　　　　　　爽験材料並実験方法

准！躍導戴坦ゑ∠蟄二型あ．至峯宣二＿三9～蜷1鍵鐡胡　　　　A）　実験材料

レェ覆豊些壺坐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．使用抗体：使用した人山来のα，βは教室員よ

　S式前L液型に関してのかxる論議は先ずおくとし　　り掬nLして分離したもの及保存血のパイPツトチユー

て，犯罪挿査上では，脈液乃至唾液斑でJfiL液型が｝r・1腱　　　プ内のlfiL液より型の如く分離したものを珊いた。抗

出来る人とIH来ない人の二群の区別が先ず必要なので　　　一H，抗一〇抗体については，俊藤（隆）⑭に従つて，

あり，この点に関しての爽際について友永（得郎）⑳　　　正常抗体としては牛血澗中の抗一1－1，抗一〇，免疫抗

（1953）は，精液斑，睡液斑による血L液型判定のむず　　体としては人0型J血球免疫血滴を杉ll八昭弐）⑳法に

かしさを指摘している事でも明らかな如く，案外むず　　　よつて分類した抗一H，抗一〇を用いた。

かしい事態がひそんでいると思われる。　　　　　　　　　何れの抗体も分離後560C30分非動性化後，鑓化ソ

　．血液型判定には，抗原のnfj題と同時に抗体の性質の　　　一ダを0，1　vol／wei舅ht％に加えて後使用し，叉氷室

問題も忘れてはならない娘：は野田（金次郎）教授のつ　　　に保存した。

とに指摘する所であり，これは抗血清中にもその性質　　　　2，判定用人血球：一建の教窯働より試験の都度，

を異にするもののある事輿に基いている。例えば，P，　　その耳鞭より採1血，一圓以上1僻條した後約1％の割に

Dahr（1938）⑳は人了E常抗A凝簗累は，緬…判血L球のあ　　　得浮游したものな用いた。

るもので全く吸Jl又しつくされてしまうもの，僅に吸収　　　　2．人唾液：よく含蝋させた後に，自然流出の唾液

されるもの，金く影響を受けないものに区別し，Y，　　　巻簗めピペツトで撹抑後，検資の膵1的上加熱処理を行

X＋Y．，Xのi三型を区別し，松永（英）⑳（1949）は，　　わず，慮ちに遠心沈澱し，その上澗を用いた。

AS型人唾液の吸収による残存状態より，　a　r，　all　Ve　　　　4ご　試験唾液斑二肛巨i瀬は教蜜餓の内から，夫々凝簗

分類し，その遺｛云関係を明らかにした。　　　　　　　　　阻止価1000又はそれ鳳上の人のAS，　BS，　OS唾液

　抗一〇，抗一H，抗体の区別凝ちi取昭弐）⑳（1959）　をえらび11な狽の如く処肌た【1轍に，あらカ、じめa，

が用いた方法はレ抗休価4の抗1血潤に対してOS型睡　　　β，抗一H，抗一〇に対して非特異性吸収を示さない

液の凝麟吸収試験法である。これらの轟はいろいろ　響糖確かめた東洋濾紙・角濾紙（N。．2）の適当の大

あるにしても・我々の唾液斑で吸収試験を行う際，当　　　きさのものな充分澱けて後，すみやかに通風乾燥後，

然1唾液で吸収しやすいα凝簗素，β凝集索がある導fは　　デシヶ一ターにて充分乾燥レ，又保存して用に供し

明らかであり，その適当斥抗体を使用する事が唾液斑　　　た。

での型判定の際の常道であるとの野田（金次郎）教授　　　　　B）実験方法
の考えの下にさぎに永尾（雄二郎），藤波（康雄）⑳　　　　1，免疫：10％洗藤揃L球浮游液5ccを兎一羽一一一回蚤

（1957）は報告し，次で杉山（昭弐）⑳（1959）は抗一　　　として耳静脈内に芒ll射，2－3日間隔で5圓行い，最終

0，抗；H抗体に関して報告し，佐藤（隆）⑱（1960）　　圓氾朔寸後，大体10～14日目に全採血して型の如く処理

は」血L痕の型判定へのその利用性を論じた。最近h田　　　後氷室に保存して用に供した。

倣一郎）・潮（憂次）⑭（・960）は，嚥で吸収され　2．鹸反応，牛寺記しない限りホー〃ラ樫温30

やすい抗体を簗めて使用しているが，これらの点につ　　　分法を用い，反応の強さにより帯〉耕〉十〉十〉＋〉

．いては深くふれていない。　　　　　　　　　　　　　　↓〉士を以て陽性を示し，陰性は一を以て示した。

廼液等体液中に型質の醐される事カミ分ってガ　 3．唾液斑による吸収油一定抗体熱こ，一定の唾
ら・当然｝部で小児・新魔児についても調べられ，何れ　　　液斑を，あらかじめ細切したものを加え，撹押混和

もこの性質の保有されている事を報じているが，最近　　　後，記載条件で吸収を行つた。

の永尾（雄二郎）・金箱（房枝）等⑱（1956）のこの点に　　　4．凝集素吸収試験：ホ＿ルグラス上にて，抗体価

関する生後3ケ月以後の例について調査した報智でも　　4に規正した抗体一滴に逓減的に稀釈した抗原（唾液）

明らかな如く，明らかに型質分泌の審実を示してい　　　を央々一滴宛加え，よく混和して室温に30分後，判定

る。　この事からみても・唾液斑等による血液型判定　　　用特定入血隷浮游液（1％）を一滴加えて30分後の凝

は・犯罪を対象とした場合・充分に意義のある寧であ　　　集反応を検する一一・mu法の外に，可検抗体の逓減稀釈各

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液一滴宛に，前記唾液を10（，°C，30分間加熱処理した

　筆蒋は・抗体面からの検討を絡とし・－i般血痕検査　　　ものを生理食塩液にて倍に稀めたもの各一滴を加え，

法に・則とる観点を緯としてこの魚を系統的に追及した　　　察温30分後血球を加え，更に30分後の凝集反応を検

のでこ凝ご報告する次第である。　　　　　　　　　　　し，抗体価の減弱度合を見た。便宜上前者を第1法，
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後者を第聾法と呼び分け

る事にする。

　5・　其他の事項につい

てはその都度記載’してあ

る。

　　　実験成績並説明

　　A）　唾液磁側より

の様相

　1　唾液斑の計ffx的事

項について

　先に永尾ゼ雄二郎）⑳

（ユ959），相沢C温）⑫

（・959）遊藤㈱⑳　書
（1960）はr血痕について或　　　8

搬の：鵬二的関係を馴U，　製

　　　　　　　　　　　　　　実験に使用しているが，　　　面

燗究脳つても同灘懲
唾液斑の或程度の撹的関　　1国
係を先r　．e・rlる必要があ轟

　　　　　　　　　　　　　s．．eる。所が唾液それ自体大

部分が水分であり，月．そ　　（

の乾燥景を測簸する螺

は・本耽の舳には必　ts

ずしも麟牝ないと叛　wa
られるので，著者は試み　　　1

　　　　　　　　　　　　　）に，　より合目的的に，棄

洋濾紙・角濾紙（〈z。．2）　鰻

を，出来る限り正確に　　　　含≦

2．0×2．　5crn2の大きさに　　Q

切り・これを鞭後機　m
し，それに充分に唾液を

浸み込ませたものを，更

に乾燥してその乾燥鍛の　　幽

増加を検してみた。実験　　　麟

使用に際しては｝その濾　　艇

紙の面積を基準にして記

載してある。本実験に於

て用いた唾液斑の一一部に

ついて，これらの関係を

抽出表示したのが第1表

である。秤量には，長製　　構

　　　　　　　　　　　　　H』作所製直視天秤jUpite「；　　澱

並に，島津製作所製トー

シヨソ。パラソスT－NR

i型（O一ユOOmpγ）を使用し

た。
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　角濾紙の2・0×2・5cm2のll吃燥復の重吊：を，唾液浸波　　　ては1時間で明かな抗体価の低下をみたが，その％鍛

後の乾燥璽騒：より差引くと，第1衷最右欄に見られる　　　では時に低下を示し，時に低下を示さぬ状熊である事

通りの附蒲睡液の乾燥IR娼：を得た。この数値は，　A　S　　　を知つた。β：BS唾液斑についても略々同様の結果を

型唾液，BS型唾液tOS型唾液について，この測定　　　得た（：表略）ので，本実験に於いては抗体価4のa，β

範囲内に於てはあまり特異的差異が認められなかつ　　等に対して，唾液斑0。5cm2鑑を基量lllとした。次でこの

た。各環1唾液についての値は表示の如く0．0484grか　　　棊準の組合せについて更に詳細な検討を加える事とし

らO・　0522grの範囲内に分布していた。　　　　　　　　た。　この際毒考として，唾液斑O．5craPの外に，コ・0

　実用面からの考慮の下に，使い易い数値をもつて一　　　αn2，1・5em9をも同時に月ヨいて比i陵した。叉抗体とし

応代蓑せしめるとすれば，この数値は0．05grとして　　　ては前記の如きα，βを用い，その外に駈常抗体並免

よかろうeそうすれば，本実験に用いた東洋濾紙。角　　　疫抗f49の抗一〇並抗一Hをも併用した。

濾紙（2Vo．2）の1．Ocln2に浸み込む【i莚液の乾燥［麟1：　　所製しjll：の抗体に，夫々細切した1（大略々耽2大）唾

は大略0．Olgrと表される事になる。　　　　　　　　　液斑をカ1rkてよく振盤した後，相沢（温）⑭（1959），

　　∬在来法による必獅禰…撫こついて　　　永pe（雄二郎）⑫（1959），佐藤（陶⑬（196。）の指

　本実験に採用している手技によつて，在来の一般法　　摘した、・轟1を採川して吸収温度条僻・としては37’℃（湯槽

による睡液斑の必要駄を銑ず検討してみる必要があ　　　内・以下同じ），0°C（0【｝Cに調節した氷蜜内，以下

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同じ）を選んで爽施し，逐時拍勺に各打‘体の減鵬度合い

　使用抗体は，一一般的には血痕検撫時1司様，少くも幾　　　をPその抗体価の窟意の変動によつて検して見たげそ

例かを夫々纂めて温合して作ら）たa，fl（混合α，混禽　　　の状況は第3表，第4爽，鱗5炎に．…括褒示した如く

βと呼ぶ）を用いる方法が推跳されているので，本輿　　　であつた。

験では，この混合α及混合βを用いた。　　　　　　　　　　　1。AS型唾液斑について（第3爽）

　試験唾液斑は，経駈1的な印象から，大体の蹴を想憲　　　先ずαについてみると，櫃記爾蜘桝鋼係では，毎常

し，9・5cm2を基準として，その％P％，　ytについて，　　吸収第1時間に於いて既に明かな抗体価の低下を記録

先ずα，βに対しての吸収状況を，予検して児た所第　　，するが本蹴に於いても吸収1時閥後の0・　5cut2に於い

2蓑に示す如き所見を得た。即，抗体価4のaO・2㏄・　　て有意の低下を示し，それより大鍬の場禽には更に1

に対して，前記量のAS型唾液斑を使用し，1時間後　　段とその低下が鶴だしかつた。服収2晴闘に於いて

及2時間後の成績に於いては，唾液斑0、5cm2に於い　　は，0．5αn2で使用抗体原液に於いて＋の反応を示し，

第2衷

＼1ミ、襟撫

　　　　　　0，Scm2

　　　　　　〃xJ

a三AS“×％
　　　　　　〃×1，

1　時　　閲

37°C

．1　　●2　 。4　　・8

十　士　　一　一

十　　十　　一　　一

朴　＋　＋　一

・トト卦　＋　一

　　　　　　0，5cm2　　十　　十　　d－　　一

　　　　　　〃×％　　　十　　十　　十　　tS

α；AS“xK　卦＋＋一
　　　　　　〃Xyt　　十ト　ーH－　十　　一

　　　　　　0．5cm2

　　　　　　〃×％

“；AS，ノ。％

　　　　　　〃×M

十　十　一　一

十　十　十　一

一H－＋　＋　一

什十　＋　・一

0°C

．コ　　．2　　・4　　・8

十　十　　一　一

十　　十　　一　　一

十　＋　＋　一

朴朴　＋　一

十　十　士　　一

十　十　：』　一

朴　＋　一　一

十昔　＋　一

十　十　　一　　一

十　十　十　一

十　＋　＋　一

朴十　＋　一

2　時　　間

37°C

。1　　齢2　　．4　　，8

十　一　　一　一

十　十　一y　－e

十ト＋　＋　一

十　＋　＋　一

十　士　　一　　r

十　　十　：』　一

十卜＋　＋　一

暑十　＋　一

十　十　一　一

十　　十　　十　一

・1十　＋　＋　一

十十　＋　一

0°C

g1　　・2　　。4　　・8

十　±　　一　一一

十　　十　　一　一

十IL　＋　一
卦　＋　＋　一

十　士　　一　一

十　十　士　一

朴　＋　＋　一

甘昔　＋　一

十　　十　　一　一　　　　　1

十　十　十　一w

什　＋　＋　一

制一什　＋　一
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　　　　　　　　　　その他ではすべて一と記録され，3時間後に於いても

I　l　i　l　　、　　2時閥後より更に増強されている。

【制　11　　　　然らば，抗一〇，抗一H関係は如何とみるに，吸収

＋＋iI　　塒闘に於いて免疫抗伽痢れも抗体価の渉鰯輌託
主主一⊥一±　　たが畝で疏掛H＞エE轍一〇が，・の職に於

111　【　　　　いて減弱を示していた。併し本爽験に於いては，佐藤

1－Hll　　　　（隆）⑳〔1960）が1血1痕の型｝剛定に際して指摘した所と

一H＋　11　　　　多少趣を異にする点がみられた。っまり本災験では，

＋：1　ll　　正常抗体は轍とし窃色疫抗体より抗体価の欄野度

　l　l　l　l　　　　が，抗体価の点よりしても叉時間的点よりしても，劣

　l　l　l　l　　　　つている結果な示していた。これはlt［1．痕と唾液斑との

一H＋　1　1　　　　相異であるのかも知れない。αと比較して，その時間

＋＋　l　L　　　　的関係を見る・と，やはりaに比して1～2時間程度の

　l　l　l　l　　　　　おくれが兇られた。

　｝　l　l　l　　　　　　2．BS型唾液斑についてぐ第4茨）

刑＋　1　1　　　　　　βについては，αよりやや良好な成績を示したが，

牛中　1　1　　　　勿論突験誤強もある事であり，その点な加味して，大

　1　【　l　l　　　　体αと同様の態度を示したと見て黙りはないものと儒

旧・H　【　1　　　　じている。

十＋斗1刑　　　　　　抗一〇，抗一Hについても岡様に、，金般的に疋常抗

4：半引一1’1　　　　体の方が免疫抗体より，吸収されカが劣つていると見

Ilrl　　　　られる結果を示している。又免疫抗体に於いては・抗

旧＋　ll　　　　－　1・1・抗一〇は略々1司様な吸収され方を示していた。

幸：b十lH　　　　　　3・OS鯉唾液斑について（第5衷）

＝ド≠→1十　　　　　　〇S型唾液斑の各種抗一正L抗一〇抗体に対する態

「1『「7「　　1勲第瞳よ幌ると・AS型　磁斑IBS翻徽斑
十1＋　l　l　　　　　を用いた【1祭兇られたとlli各々同様な傾直1カ～見られた。艮口

＋＋－H十1　　　全般的に言つて，免疫抗体の方が，IE常抗体を用いた

中牛刑＋　　　　場念より，吸収され方がすぐれて層ると岡時に，本例
”’”

堰fum［「TT　　では夫々の抗体1こ於いては，や轍荊〉掩oの関

＋＋口　　 係で肩緒がすく“・2’L　ta傾1喬1を示していた。

‡＋刑．H　　　4・吸収澱について
‡‡＋i　　　前記嫉験は，その吸収1臓を37°C・°°Cに区別
…1叩7　　「一一…閲囲 @　　　して施行したのであるが，相沢（温）等の振摘したと
　I　l　l　l
　　　　　　　　　　略々同様に，唾液斑の場合には2時間及それ以後セこお
十十　I　l
＋‡：＋＋　　　’　いては両温度に於いて大養を示さず初2時闘逡におい

‡‡＋＋　　てo°cの方がやや劣る事を矢iiつた・この点から叛る

と，吸収時欄を考慮すれば型判定に際して37°C，次

稗甲㌣i斡斡　で翻次で・賊いう吸収鮒は必ず・も遵守すべ
輯轄轄編！蝿煽漏漏　　　　き欝項とは雷い難いと考えられる。

紐緯駆｛蟹

固悶頓銀

9
爲

鞍整｛鄭蟹　　　5．小　括
固固銀銀　　糠馳追試され，難郷1の勲をされる方。

　　　　　　　　　が，本実験との比較検討に便すると共に，何の程度の
　　Q
　　°　　　　　　願液斑を必要とするかという様な問題に対して便する

　　o　　　　　　　　　為，先ず東洋濾紙・角濾紙（No．2）をよく乾燥したも

　　　　　　　　　　のに，自然流出人瞳液を充分に漫潰して後畷ちに，風



　　106－（880）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f瀟1　少卜1　医　蒜＆　’第9巻　　第6篭｝

　乾更にデシケー・ター内で乾燥して，箪鼠の変化を見　　　間目に於いては，免疫抗体は何れも明かな吸収を記録

　た所・2・O×2・5c耐の濾紙に平均O．05grの乾燥：騒：の　　　し，次で∬三’1嗣）【卜0，：iE常抗・・Hが僅かに吸収される

　唾液が附着する講を知ったt，これより換舞：すれば，同　　　傾向を示す程度であつたが，毎常正常抗…Hの卿1又さ

　濾紙1・Ocm2に約0・019tの唾液軌燥蟻がll鵤密する租　　　れ方は1E常抗一〇のそれに比しや鼠劣つていた。第2

　度である廓を知つた。　　　　　　　　　　　　　　　時間聞に於いては，第1時間1三Rc比して可成りの吸収

　　次いで大まかに抗体佃i4の混合α，混合βを用い　　　状態を示し，第3時間Elには，　AS型唾液斑，　BS鞭

　て・その0・2cc．に対して，本実験の如くにして作製　　　睡液斑による吸収と111各々似かよつた状態を示し，第4

　したAS型並BS型唾液斑の0．5cme，形，％，ヌ41111　　時閥匹1に於いては，殆ど完了に近い状態に劉達した辮

，と逓減盤で吸収を試みた結果，0．5cm9では，毎常短　　　な記録した。この状熊をAS型及BS型唾液斑のそれ

　時間に・薯明な抗体価の減弱を生起せしめうるが，それ　　　と比較すると、吸収状態はOS型難液蜘iによるものx

　以下では，時には減弱を示しll寺には減弱な示さず不定　　　方が時間的にみて，初めに於いて1時間（乃羅2時闇）

　であつたので，木実験では「抗体価4の抗体（L2ccに　　のおくれを示すが，簾4時間iqに於いてはt略々同様

　対して，1唾液斑0・5cm2を用いる組合せ」をll馨準の組　　　な完了trこ近い状態に張つていた。

　合せとする事にした。　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの契験結梁と，前第3乃照5袋に於ける紬果

　　更にこの点を詳細に確認する目的で，各型唾液斑　　　とを綜合考集すれば，木震験の範囲に於いては1吸1以

　O・5cm2・1・Ocm2，　L　5cm盤存用いて，37°C，0。　Cに　　　3－4時閥で一応殆ど先了の段階に激達するとみてよか

於ける逐陣的抗体価変動を検した所，吸収1時間で，　　　ろうo

　alβに於いては薯朋な有意の抗体価減弱を示し，2～　　　　又准例に於いても，37°C，0°C，何れの吸収1胤鷹

　3時間では殆ど全く抗体価は0還はそれに近い価を示　　　に於いても大薙を示していない事が判り，吸収温麿鎌

　したeこれに比して，抗一〇，抗一班系では，AS型，　　件は必ずしもあまり神経質にならなくてもよいと轡え

　BS型，　QS型唾液斑にっいて，免疫抗体では吸収1　　　られる。

　時間で明かに有意の抗体価の滅弱を示したが，IE僧抗　　　　相沢（温）（1959），佐藤（随）（ユ960）の血痕につい

　体ではそれより時聞的に1～2時間おくれて，簾異を　　　ての同様の実験から見ると，唾液斑による型判驚は．

示し始めた。又抗一・’H抗体の方が抗一〇抗体よりも，　　　時問的にみて，その％の所要時間で殆ど発了に近い所

一一ﾊ的には抗体価減醐度がや工大であると認められる　　　迄進行すると雷つてよい。

　傾向を示していた。又本実験に於いては吸収2時間又　　　　　　B）　抗体側よりの様根

はそれ以上では溢度は37°Cでも0°Cでも大強な認め　　　　　T　使用抗体の性｝i犬について

　難かつた。これは，相沢（濃）（コ959）のlfll痕について　　　　前述せる如く，人血満中の正常抗体a，βについて

　の報告と同様な結果である。この点は睡液斑による型　　　も種々な性状のある婁は古くから知られている。然ら

判定の実務にたずさわる諸氏に，その手技上大に毒考　　　ば，唾液斑による血液型判定には何んな抗体を選んだ

　となるだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らよいかという観点より正常抗体を見るならば，正常

　　　瓢　主として吸収時間について　　　　　　　　　　a，βの内で唾液中の型質でよく吸収除去される様な

　前項で用いたと同じ抗体：唾液斑の関係に於いて，　　　抗体がある瞥であり，それを用いる必要があるのでは

吸収温度条件は37°C及。。Cで，1時間後，2時間後，　ないかと考えられる・そこで・先ず多数の・・βに対

　3時間後，4時間後について，改めて金例同時に突験　　　して，藷櫓の器う凝集素吸収試験第ll法を試みた。そ

を実施して比較検討した所，第6表に蓑示する如き結　　　の方法を詳述すれば次の如くである。

果を得た。褒認の2例の外，数度にわたつて同様の実　　　予め，凝難終吸収試験第1法の術式（在来の一般の

験を試みたが，略々同様な結果を示したので蓑示を御　　方法）によつて，嚥液の1000倍稀釈又はそれ以上の凝

略した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集素吸収能力を示すAS型並BS型唾液を生理食塩液

　第6蓑によれば，AS型唾液斑，　BS型唾液斑によ　　で倍に稀釈したものを作る。可検α，βを儂数稀釈し，

る抗体の吸収は・第1時閥闘に於いて，既に明かに抗　　　その各液1滴に前寵の対応S型唾液2倍液1滴を加

体の減弱を示し・第2時間目に於いては1第1時關目　　　え，別に唾液倍液の代りに生理奪塩液1滴宛を加えた

　より更に進腿を示す程度であり，第3蒔閻目に於いて　　　ものを対照試験として施行，よく撹搾後室温に30分間

は，更に署明な吸収が記録され，第4時間目に於いて　　　後，使用抗体に対応する血球浮游液1滴を加え撹搾・

は殆ど全く完了の域に到達する事が記録された。　　　　　室温30分後に凝集の状態を両者比較しづ』観禦した。

　　OS型腫液斑による各種抗体吸収の状態は，第1時　　　当然の＄乍ら，この両潜に於いて凝集素価の変化を
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　　第7表　　　　血　清　　の　性　状

導螺＿亘葱正L⊥一澱～仔泊L池一
　暢＼靴1’2’4画8’16’32°64’128・256・512・’・2…8・・6・32・64・・28・256…2

1

2

3

4

5

6

7

惜冊十P－H－十＋一一一一ト柵帯卦朴＋士＿＿＿＿
＿±＿と一一＿：一一一一二＿．＝＿一：二』　冊帯一一一一一一一一一一

帯冊fFL－1十十＋一一一一一

→卜卜　　十｝←　　甲腎ト　　・EIL　　　l・ト　　　＋　　　士　　　一　　　一一　　　一

：」：一一一一一一＿＿＿
十｝卜　　→十卜　　llL　　十ト　　ートト　　ート　　　・一　　　一　　　一　　　一

十　一　n・・　一 一　一　一　＿＿　＿

卦卜冊措→十・ド・十＋一一一

什　　柵　　十卜　一H－　＋　　一一　一．一　　一　　一

H十柵帯十卜十ト＋士一一一
十十　十一一一一 一　一w－一一
・冊十ト十卜十卜・卜卜＋一一一一
十　一 一 一　一　一 一 一　一　一

帯柵惜・iド十1－→エー｝↓士一一

十　十　一一　一一　一　一Wh 岡
帯一1［i・－1十卦十卜十一一一一　　　　　　　　　　帯llL－1ト卦士一一一一一
十一．H｝一一一一一一1－一一一一一一一一一一一
刑ト　　　十ト　　　ートト　　　十ト　　　→⊥　　　 一ト　　　士　　　 一　　　

一一
@　　一

十　一　一　Pt・一　一　th　－　＿　一
8　　　　　　　十仔　　　一HF　　弓トト　　十ト　　ートト　　ー1－　　一ト　　　ー　　　－　　　re

　＿　　十ト　　十卜　　　＋　　　一　　　一一　　　一　　　一　　　一一一　　　一　　　一、、．．

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

柵冊帯卦ト帯・1｛L十卜十一一一
十十一1卜士一一一一・・一一・一一

・廿一十十十十一一一一一一

十十一一一一ew　in－一
帯辮錯耕升十し・IL十一・一一
十　一　一h　－t v・・ @一一 一　一一＿

柵1【↓帯十十士一一一一一
十　一　一　一　一　一 一 ＿＿ ＿

什一HL升十ト十一一一一一一
十　一一一　一　一一 一　一　＿

冊惜冊帯十L十十十一一
十十一一一一一一一一一
冊辮冊十＋一一一一一

惜辮冊十し十十一一一一
十　十一 一一 一pm－一＿
珊帯帯惜十十一一一一
十一一一一一一一一一＿
・冊帯掛冊“’｝ト升＋＋一一

冊・llt・什一1一トーIL士一一一一一

僻冊朴＋一一一一一一

帯・llL－H－1十一P・一一一一一

帯督L飛土一一一一一一
一1十一　、十　　十L　　→一　　幅ト　　　ー　　　一　　　一　　　一　　　一

十十十一・ve－一一一一一h－m

十十十一一・・一一一一一一

帯十十碁十・－t－一一一一一

十　十　一 一　一一 一一一一一一一

一li－十十一一一一一一一

惜十十十十一一一一一一一

十十士一一一一一一一
十→一’一一一・一一…ny－一＿＿

十一一一＿＿一一＿＿＿i 十　　　一ト　　　ー　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

：』一一一一一・一一一一卿一一

20　冊辮「柵十十十十一一一一F十十一一一一一一一一一一

1　　2t 帯帯十十十十一一一一 十十十士一一一一一一一一一
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＼ぐ・＼ゼ‘血L清別

　　　　　　B型（rz）∫白1，　満
編辱痛鹸一一一一…一一一一一一一一
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第8・N　第7炎の翻織　　　　　環艶の獅力な示した13例㈲6・5％）が最も多く，
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　　　一・一一・一一一・一　　　　責斐i癬i8雫㌃2一差の変亟むを示しプこ1でグ11言乞力二見らオ「tたo

　小　　　計　　　　　翼吸牧される状態は，当然の事乍ら，必ずしも凝集

』‘……“………一’一’h @　素価とは関係なく，1、，1．全く曲満原液1隻吸収除去されて
　a　　　β

53

52

　　　　　しまつた例が，αに於いて26例（約24．8％），βに於い

　　　　　て31例（約39，2％）に認められたoこの際は，元の凝

　　　　1一篠素イ断が低い場食には，’試験管差は，蝸然少くなり，

　　　　　この分類が最良の方法とは考えないが，一・応，両試験

51　　　に於ける凝集索価の変動藻を基水にし湘のは，元の凝

　　　　　集索価のあまり低い（z，βは，それ自体血痕・唾液斑

　　　　　の型判定用には不lti］と考えられている現状からであ

　　　　　る。

　　　　　　　J［　使用抗体の樵状と型判窺

　　　　　　前項に於いて，AS型1唾液，　BS2量髄匡液によつて，

　　　　　α皿はβが吸収される状況を検した結鰍，種々の段階

　　　　　で卿1賠れる・臓知つた。換冨すれば…徽中の対P芯

28　　　抗1易｛によつての吸収され易さにも看静な程度の鑑があ

　　　　　る鋤馴然としたのである。そeで唾欝1吻対応抗原

　　　　　によつての被吸収度と型判建の1田題とに．ついて検討を

　　　　進めた。

　　　　　　既に前1・i．1の輿験に於いて抗体0・2ccに対して1唾液斑

㎜下“暮ド丁｛研端距66…r璽゜・5・m2鱒1定の羅すぺきを鰍ので鞠

備　　　’　　考

凝集紫価に不

臥展蝶舎26　3・
まつた例

．一一一t．一．一『
@1矧験一ぐは，抗体1轟：O，2ccに紺して，　磁斑0・5c嫡

　　　　　　　　　　0．5cm2　x％，0．5cm2　x　％，　O．5crn2　x　P，の各組含せ

　　　　　　　　　　を用いる一ガ，抗体としては唾液中の対応抗原を用い

　　　　　　　　　　て凝集索吸収試験簾聾法を実施し，対照との凝簗紫価

　　　　　　　　　　の儀下度を試験管本数で表した数値によつて蓑示され

　　　　　　　　　　た区分（前項参照）別によつて使用して夫々を比較検

金く示さない囎もあるが，その伽。於いてを瀞な　討した・即詮く勲継なかつte　a・β・1髄を示

強さに於い磯鱗肋変化勧≒した．そeで熱　し払β・2継を，丸た㏄・β・踏勲示したα・
vx，　・・の鰍験の糸課の鵜そのf緻翻鰍騰　β・囎勲ガ膏した・・β・曙勲示し＋t・　a，　B・6管

数の勲以つて示した．。の勲示言己弩の土には，　融示した・識7’融を示しft　a・　B・踏齢示し

・．5とい轍働与航。　　　　　　lt　a，β・献噸鱗価4醐整し規のについ砒
か・る方灘よつて任意の。1〔）5例，β79例鹸し　較検討したのである・

た蘇を一撒示すれ醐薇の加くであ．　、k。　　・の際吸鵬間塒徽211無間蜘つて鱒した

その全例を澗灘よ磯鱗価の変醐ll剛譲．が・この磁が一応型齪磯醐醐と見られたか
示すれ聯8麹如くであった。　　　　らである・吸囎麟件としxeX　3’°C・°°Cの瀦

・についてみると詮俊動硯ら漁かつたもの　について行つた・その蘇榔9衷時撮示し掩・

7例，O．5のもの瑚を認めたがtそれ以」、に於いて　　1・AS獅灘につし’て

も鰍澱階の変蹴示し，最多伽ジ1難の鋤　　先ず～蹴細：よりみると，吸糠塒間に於いて

を示した22例（約20％）であり，次で5騰刎5例，　は・前の禰実験に於いても見られたのであるが，0°

2管差の10例及7管差の10例等と続き，最高8管差の　　　Cでは多少め減弱度の弱さを示している部分も見られ

変動を示す3例迄が見られた。βについて見ると，a　　たが・2時闇に於いては，37°CのぞナLと殆ど全く差

に於けると殆ど同様の所見を示していた。全く変動を　　　のみられない状態に迄吸収が進んで思り，吸収2時間

示さなか・つた8例，0、5管薙の5例が認められたが，　　　に於いては，37°C，0°C共略々同様な吸収状態を示

それ以上に於いても纒々な段階の変動を示して屠り，　　　すとみて差支えなかろう。
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寸塗瀾e　　　頃細細e

　次で各霊を有するαについて比較してみよう。判り　　　1例を除いて何れも抗体価1轡叉はそれ以上の低下を

易い為に，吸収2晦閻の例について先ず検討すれば，　　　示している。　差のないaを用いた部分では，0・5c血2

表を一覧して直ちに気付かれる事は，ユ管差のあるα　　及その％鍵では，抗体価1管の低下を見たが，それ以

を用いた部分から3管差のあるaを用いた部分迄1ま，　　　下の搬では全く抗体価の低下を示していない。所が，
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4管差のある麟を用いた部分では，0，5cm2の唾液斑で　　　方，即等鼠の唾液斑による1吸収され方，即抗体価の低

は・αは全く吸収しつくされてしまつて居り，0．5cm2　　下度が増強さ才Zてよいと考えられる。この表に・ついて

×％f議〔でも，0・5cmx％に於いても抗休液原液に於い　　　説明するならば，各縦欄について，者1粋毎について

て＋の程度に迄吸収されて履り0．5cm2×塚に於いて　　　に，下に進むに従つて唾液斑撮：が減少するから，陽悔

も尚抗体価1瞥の低下を記録している。5響差のある　　　を示す限界は，看下に向う階段状を示してよい筈であ

rxに於いては，吸収後の抗体価はO・5cm2で1よO，　　　るが，枠全体をみれば，上方の枠から，下方の枠に進

O・5cm2×％では1（士），　O・　5cm2×％及O・5cm2　x％　　　むに従つて，抗体価の低下度が強くなつてよい筈であ

では2，を示していた・この傾向な念頭において，吸　　　り，従って，最上段の枠の階段の形が，下方の枠に行

牧1時間の表を通覧してみると・やはり，4管薙のあ　　　くに従つて左下の方向に移動して行つてよいという結

るαに於いては・O・5crn2　x　1，×1；E，×％，に於いて　　　果になるのであるが，本表に於いては，憾少な鑑異乍

抗体価2・0・・5・mg　x％に1玲いて4Cl・），噛弥し，階　　ら，その様な侮｛向を示しているといつてよかろう。

詫のあるαの楊合には，全例抗体価2を示していた。　　　　かkる灘味から欝つて，本・牒｛験例では，βの力がα

3管魏のある・の場合にも金例で1，撚価2を示した　のプ）’・．］：り【ll椴の左下方変移の度力職い傾向勧妬てい

が・それ以下の雅のaの場合には・轟然の慕／Fら，明　　たが，明かな変移としてo．　5crnti　x　1の唾液斑による

かva，　o　ScrtlL，×瓢×雅xtl・の場合に於いて・微　吸収淵己撫こ行われ嫡1分姻蝿ならば，偶然にも・，

姻：である噛方が殆ど抗体価の低riぐを示していない傾向が　　　β共，4管藻のある場合に於いて始めてこの現敏が明

明かに1綱られた・つ酌大体1こ於いて吸収2時間の、確に繊練てい翻観る。曙藻醐網物論
状熊を難きする傾向を示していると購れた・　　そうであつ規又顛，囎醐…による型判惣こは．・，

　　2・BS型ll徽斑について　　　　　　βを別々翻腱す御劇硬でもあゐ，・瀞よりして，
　先ず温度条件についてみれば・AS型唾液の場禽と　　著凝は4簿藻父はそれ以、Lの餓のある抗血溝と。3，5

等しく・37°C・0°Cに於ける蕗蹴殆ど潔灘い糸rl｛　窪穿灘は，それ以下の熱かない抗1備との間に一誌

果を示していた・　　　　　　　　鴎線燗劃，事としたい。そうすれば調力、に儲の
次に一吸収2騨1の磁・llについてふれてみると謙　1舳瀧用い勧が，今迄の一般灘よ磁血灘用

の全くないβの場合e：　i’Lして，噌鑑のβに於い磯　醐合砒楓より抗体鷹下騨強い騨1魏ら知

に著明な変化を添していた。即・0・5cm傘x％に灘る迄　　　られる。即，1唾液斑による型判簸の1傑，この種抗llt1WW

穂の抗体価の低一陸示u・2僧獅あるβ汲糟　を選んで使用噂・翻は，撒斑の灘化，囎すれば，

差のあるβの場合に於いては，卿・高度の抗㈱の低　搬灘比して，より囎のi・轍斑でも型鞭が可淘旨

下を示L・0・5cm2×’／4　VC於いても・釦t体価2を示して　である鞭物語つている．この鰍又蜘（金次郎）

いtc・更に4管差のあるβの嚇には・甦糊媛　綴の・饅樋した抗体を使肌て血拠麟欝に
化を示した。即抗体価は・O・5cm2×1・では0・0・5　　よる型判定を行うぺきである，，という提冨を襲欝ぎし

cm2×％・×％・x垢の何れに於いても，1を示し　　　えた鱗突であると信ずる。

ていた・5鰭のあるβについては，それが鄭も　　欧麟八血澱りk6べば1この4催以上磁
職舗燃を恢た・“・AS撫液斑囑合砒　を示す。、’、．、。5例，1，，　52例㈱9，5％）、購βは79例

し・や畷る勲誉燃議の等しいα・β・では・β　中28例（約35．4％）（第8蓑）であり，この徹りす

の方がより抗体価の低下度鵬・噸触示していた　ればさして選び難し、とはいえない。

が，4管差・5雛に於いては…　B，嬬桐様の　　　　全編の編並繍
傾向を示していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　以．上の如く，唾液斑による型判定に関して，抗体側

　　3・小　　栖　　　　　　　　　　　　　　　　　　の｛生状をも考慮に入れて種々実験を行つたが，それら

　前1及2項の事情を総括的に考察してみよう。　　　　　の所見を唾液斑による型判定の実務上の観点から総括

　睡液斑側から冨えば，基準組合せとして採用した　　解説してみよう。

0・5cm2を基木として，0・5cm2　x％，　X％，×M，と　　　　　1．　睡液斑の計量関係について

順次微蟄化するに従つて抗体の吸収度，っまり抗体価　　　殆どが氷分であると言われる唾液の斑痕なるものS

低下度が弱化する事はll且清学の基本的禦実であり。木　　　計量的琳項はなかなかむずかしい悶題であるが，本実

表に於いても例えば，金く差のないa，βの欄に於い　　　験の追試乃棄類似突験との比較検露寸には何うしても或

ては明確にこの事を示している購が判る。一方，理論　　　程度の計量的辮項が必要である。著春は先ずこの観点

的に考えれば，蓬が著明になればなる程，吸収され　　　から次の如き実験を行つて，著考の使用した唾液斑の
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概略の様相費規定した。　　　　　　　　　　　　　　　その結果から見ると，この組合せでは，吸収1時間

　唾液は自然流出の人唾液を蝿絆して，遠心沈澱し，　　　に於いて既に有意の抗体価のII皇下が兇られ，堺ければ

その上蒲を用いた。唾液担体としては，束洋濾紙。角　　　2時間，おそくとも4時間で，吸収は一一応完了すると

濾紙（No・2）を用い，これを出来る限り正確に，2，0　　見られる結果を示していた。叉抗一〇，抗一H抗体系

cm×2・5cm角に切り出し・デシケーターで乾燥して　　　について兇ると，　AS型，　BS型並OS型脈液斑共，

一一闖d昂：に蚕らしめた後前記唾液を充分浸演後再度乾　　　免疫抗体の場倉は始めの1時間狸度では時に，AS型，

燥して・一定煎量に聚らしめ両渚の計量値より唾液重　　BS型唾液斑のa，βに対する態度よりや工劣つた状

量を鋒出した所，2・Ocrn×2・Scm角の濾融島では，平均　　　熊を示したが，3－4時間では略々吸収の》竃了の段階に

0・05grを中心とする数値を得た。従つてその1・Ocm2　　到逮するのが知られた。　lll常抗一H，正常抗一〇抗体

には，乾燥量でo・・01grの1唾液附藩が考えられた。但　は，吸収度に於いても時澗醐糊係に於いても，免疫抗

これはあく迄概算的にその程度という事と解された　　　体に比して明かに劣つて腸り，使用すべきでないと毒

いo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えられる所見を示してい・1；一。

　実験に当つては。その唾液斑の面積によつて1唾液斑　　　　っまり，抗体0．2ccに対して1脈液斑0、5cm2癒用う

の使用量を規窺した。　　　　　　　　　　　　　　　れば，抗体価4のa，β，免疫抗一H，免疫抗一〇に

　　2・　吸収溢度について　　　　　　　　　　　　　　　対して，吸収1時閥に於いて既に抗体価の明かλ仁滅弱

　各表に見られる如くすべての爽験を37°C，及0°C　　　を示し，不測の染件により難速はあつても，2～4時1制

の温度条件に於いて婁施して吸収温度茶件について比　　　で収吸は一”応完了する事が判るゆこの点と，簾6蓑に

較検討した。　最近相沢（温）（1959）はirlr痕による型　　　みられる結果をも暫え合せれば，唾液斑による型判建

判定に際して，吸収時閲を・7時口口前後とすれば，氷蜜　　　の喫際では，より慎霊に検i既を犠施する辮により，

内での吸収も型判定に際して何の障碍も伊えないと幸匿　　0・5cm9×麺程度の睡液斑でも，3～4時間の吸収で型

告している。　この際吸収開始の始めの時闘に於いて　　　判楚鳳可能であろう。

は，O°Cの方が劣つた吸収力を示している到乖をも指摘　　　　4．必要唾液斑の微｛測ヒへの試み

している。唾液斑による吸収に於いても，略々同様の　　　唾液斑による型判定の必要な場合の多くは犯騨現場

所見が確認された。即吸収開始2時間を過ぎる頃より　　　の材料，容疑蛮のタバコの吸いがら9果爽のたべのこ

以後に於いては37°C，O°C何れに於いても殆ど大差　　　りの層等，何れも犯罫1に関係ある場含が殆どであり，

を認め難く，初2時間以内に於いて0°Cの方が37°C　　　この場「合，当然可検材料の：眼：が隈られ，従つて，なる

より多少劣った吸収態度を示していた。　　　　　　　　べく少い徽の材料で，より正確に型判簸を行いうる可

　　3．一般法に於ける唾液斑量について　　　　　　　能性な検討する笥等は最も厭要な辮の一つである。

　ここに雷う一般法，即幾例かつつを合せて作つた混　　　著渚は野田（金次郎）教授の‘‘より吸牧され易い抗

合　a・混合βを用いる方法によて，唾液斑による型判　体によつて型半腱を行うべぎである”との提醤に従つ

定を行うには，何の程度の唾液斑が必要だろうかとい　　て，a，βにっいて睡液で吸収され易い抗体というの

う点が問題である・唾液そのもめによる対応抗体の吸　鰍の如くにしてえらんだ。実験方法繊の麟瓢

収はその大半が非常に短時間に行われるという專は常　・収試験第皿法に則つて，強分泌型人唾液の2倍稀釈液

識化した事実であるが，乾燥状態の唾液斑では伊1うか　　　を用いて吸収試験を行い，対照と比較して抗体価の低

という点も聞題であるが・日常業務の経験から・経験　　　下度により区別し，試験管本数で表わし，蕪のないa，

的充分量の唾液斑であれば・1～2時間程度でも充分型　　　β；1管差のあるα，β；乃至8管差のあるα，β；に区

判定が可能な事を知つているので，吸収時間は4～5時　　　分しえた。　これらを用いて，唾液斑O．5cmU×1，　X

間を一応の限度として，予めAS型唾液斑，　BS型唾　　　％，×i／s，×／，，と逓減鐙を用いて，吸収1時間，2

液斑，にっいて，予備試験を行った所，AS型並BS　　　時聞の結果より判断して吸収2時間に於いて格段の微

型唾液斑のO・　5cm2の大きさを用うれば抗体価4のa，　　蚤で明確な判定可能と考えられる抗血溝として，4管

β0・2ccに対して毎常，吸収1時間後に既に有意の抗　　　差又はそれ以上の差のあるa，βを選んで用うべきを

体価低下を生起する事をみたので，先ず抗原景（唾液　　知った。この部分では，2時間に於いてO，5crn2×1

斑）：抗体星を，O・5cm2；抗体価4の抗体液0・2cc，　　　では完全な吸収が行われ，　O．5cm2×％，　X　1／3，に於

とする組含せを本実験の藩準組合せとした。そこで次　　　いても抗体価は1に迄減弱を示していた。又この性状

にこの組合せで，吸収温度条件，吸収必要時間等の点　　　を示す抗血清は何の程度に入手しうるやの点をも勿論

を観察してみた。　　　　　　　　　　　　　　　　　考慮に入れての上であるが，薯者の検したa，β，の例
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では，aの約半数（約49，5％），βの約％例（約35．4　　　以上の結果から，使用抗体蹴を微暴：化する割轟：によ

％）がこの区分に譲当した鄭からみて，さして入乎し　　　り，翼に微量の唾液斑での型判定が可能であろうし，

難い抗1自L滴とは習い難い。　　　　　　　　　　　　　　蝕こ吸収時間を延長する籍もこの同的違成に意義があ

　かく抗体をえらぶ鼎こよつて，手技上では各人從来　　　ると考え．られる。こ踊こ列雛した事塁を，かく広大利

の方法そのまMを用いる事によって，より微量で型判　　用するに於いては，益々必要唾液斑の微量化が特わ

定が可能である事を示したが，この，捲莞は，野田（金　　　れ，爽務上に大に益する所があろう事を念ずる次第で

次郎）教授の提言を充分襲付けし碍たと儒ずる。　　　　　あり，いさXかその塞礎的事項を報告したものであ

　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　　　る。　　　　　　　　　　　　以　　上

磁斑を懐として，体綱…V・よる型三移囎・つい　（襯終る哨り，融の場を心よくあ焼られ，

て，2－－3の点鹸机次の如き結論翫た・　　胤細鱗鞭賜っ林1、槻任服セ。深謝職げると1
1・本勲に使肌燃欄離忌櫓轍（v’v’「・・　2）　郷，繊ざ御㈱と徽勲1励た野鰍授に心

の2・Ox2・5cm2に浸灘しめた［1徽磁瀬f　・獣　から御1国・上嚇す。）

㈱・°59「轍であり，従つてその1・°cm詔躍灘　　　　螺鍔鰍
れ煙液　1腕鰍は゜・°19「，　nii後と1囎：諏た・AS　①劇1鷹｝lll、鯨剛1・灘。24e9，457，1925．
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収2【輔及それ以灘於いて獣勲く誰1囎2時　d，，．K．、　Z，ch，．・f．，，，，，。p．　M。d．，　63，3，・3・，1　928，

聞以障於いて゜“Cの方がも劣っ熾収勲赫t・　⑥Y，m。1、、mi，　K．、」．。f　lmm、。。1．，　i2，・85，　、926，

ていた・　　　　　　　　　⑦B，。h。，．B．，　u．　S、hiff，　F．，、KSi。，　W。。hen、chr，，

3・齢α，齢β姻いるに撫’ては・抗㈱i4　・（a．3），、523，19・29，　⑨L，h，，，．H，，，Z，chr．　f，

の゜・2ccを恥腸合・i磁斑〔）・5cm2でば・儲・　Immunitttt，f．。．，。P．．Th，，、p，．，（i6，　X75，193。，

吸収1蒔閲に於いて明かな抗体価の低下を示し，皐け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨Schiff，　F．　u．　Akune，　M．，：Mttnch，　Med，　WQ一
れぱ2㈱よりti一くとも411獅こ於いて吸収は一P鵬　。h，nsch，．，78，　657，　、93、．⑩」、齢＿，＋全会

了すると見られる・　　　　　　　臨，3～・（2），3。7・，19311．⑳S、hiff，　F．，。．　S、．

顧を購とし煉験以外の種々嫉験糸謀を構　sal、i，．H．，、Kli。．　W。，h。n，chr，，　li（34），　、426，1932，
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